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小学校社会科歴史分野における

時代の構造的理解を促進する 単元開発とそ の評価

歴史的思考カ の育成に焦点をあてて

山路 崇仁

Development and Evaluation of a Unit to Promo旬 Structural Understanding of Historical 

Eras in Elementary School Social Studies: Fostering Historical Thinking 

Takahito YAMAJI 

1 問題の所在 と 目 的
平成 32 年度に完全実施 さ れ る 新学習指導要領においては， こ れ ま で の 「何を知 っ て い る か」 の

コ ンテ ン ツ ・ ベース の学力観か ら . r何が で き る か」 の コ ン ピテ ン シー ・ ベース の学力観への転換

が示 さ れた。 小学校社会科， 特 に歴史分野においては， 歴史的史実を教授する だ けの授業形態が

多 く 存在 し. r社会科は暗記科 目 」 で あ る と 捉え て い る 教員や子 ど も た ち も 少な く ない。坂東( 1965)

は， 歴史事象の表面的 な こ と が ら は捉え られてい る が， 事象相互の因果関係が把握 さ れていない

こ と ， 与 え る 学習 は十分な さ れてい る が ， 思考 さ せ る 学習の場が設定 さ れていな い こ と を述べて

い る こ と か ら ， 数十年間に渡って 「社会科は暗記科 目 」 で あ る と い う 根深い認識が教育現場に蔓

延 して しま っ てい る こ と が う かが え る 。

社会科におけ る歴史学習 の役割は， 山 中 (1962) . 加藤 (1982) . 土屋 (2011) な ど多 く の研究

者や実践者が述べる よ う に， 単に個々 の歴史事象そ の も の を理解 さ せる こ と では な く 『歴史的思

考力」 の育成が大事で あ る と 述べてい る 。 こ の 「歴史的思考力」 は， 新学習指導要領にお け る コ

ン ピテ ン シー ・ ベース の学力観であ り ， 歴史分野にお け る 重要な資質 ・ 能力 であ る と 考 え ら れ る 。

し か し. r歴史的思考力」 と い う 概念は抽象性， 多義性を含む こ と か ら ， 多 く の研究者， 実践者に

よ っ て使用 さ れ る も の の， そ の概念 自 体が 暖昧で十分に共有で き ていない現状が あ る 。

そ こ で， 本研究は， こ れま で各研究者や実践者が定義 している 「歴史的思考力」 を整理 し， そ

して. r歴史的思考力」 を働かせ， 歴史を探究 し， 歴史の面 白 さ を味わ え る 具体的な単元を開発 し，

そ の評価を行 う こ と で， 小学校社会科歴史分野におけ る授業の在 り 方を示すこ と を 目 的 した。

2 研究の方法
2 ー 1 歴史的思考力の整理

歴史的思考力 の定義は多 く の研究者， 実践者に よ っ て 主 張 さ れて い る が， そ の 定義 は実 に様々

であ り ， 一つに定ま っ て い る も のはない。 そ こ で研究者， 実践者の定義 している 「歴史的思考力」

を整理する こ と で， 共通性を捉え る こ と と し， それを本実践にお け る 「歴史的思考力」 と 定義す

る こ と と した。 そ こ で， そ の年代で解釈 さ れて き た 「歴史的思考力」 について整理 し， 解釈を述

べた 4 人の先行研究を取 り 上げ， 整理す る 。

藤原 (1959) は， 歴史学習の種々 の場面で展開 さ れ る 思考の形態 を 「実証的J r分析的J r比較

的J r関係的J r類推的J r批判的」 の 6 つ に解釈 した。 山 中 ( 1962) は. r認知的 (確認的) 思考」
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歴史的思考力 の 3 つの資質 ・ 能 力 が 向 上 した こ と が 示 さ れた。

以上の結果か ら ， r知識J， r表現J ， r思考」 に 関す る 資質 ・ 能力 は， 古代の 日 本の単元で身に付

けた学習方略を効果的 に発揮する こ と で， 中世の 日 本の単元にかけて大き く 向上 し， 単元終了後

3 ヶ 月 が経過 して も ， そ の 資質 ・ 能力は維持 さ れて い る こ と が 示 さ れた。 つま り ， その時代を解

釈す る構造図 を作成 し， 時代の変遷を考 え る こ と を 目 指 した本単元開発は歴史的思考力の育成に

有効で あ る こ と が示 さ れたロ

5 総合考察
本研究の 目 的は， r歴史的思考力」 を育むた め の具体的な単元 を 開発 し， そ の 実践 と 評価を通

して， 小学校社会科歴史分野にお け る 「歴史的思考力」 を育むた め の授業の在 り 方を 明 ら かに

す る こ と であ っ た。 先行研究 か ら 社会科歴史分野において育成すべ き 資質 ・ 能力 で あ る 「歴史的

思考力」 を整理 し， それを基に 「歴史的思考力 を育成する た め の単元デザイ ンの構成原理」 を考

案 し， 授業実践を行っ た。 単元末に設定 した事後テ ス ト に焦点をあて， 学習の効果の検証を行っ

た。 具体的には， そ の 時代に起 こ っ た歴史事象を， r 日 本に関する 出来事J r外国に関する 出来事」

「人々 に関する 出来事」 の 3 つの視点か ら捉え， 相互に関係付け， そ の 時代の国づ く り の特徴を

表す構造図を作成 し， それを基に時代聞 を比較， 関連 さ せ 「時代が ど の よ う に変化 し た の か」 に

ついてループ リ ッ ク を用 いて評価 した。 そ の結呆， r知識J ， r表現J ， r思考」 に 関 す る 資質 ・ 能力

が， r古代」 か ら 「 中世」 の単元にかけて大き く 向上 した。 ま た ， r近世」 の単元 に か けて， r 中世」

と 同程度の能力 が維持 さ れ， 実践終了か ら 3 ヶ 月 経過 してか ら行っ た遅延課題において も そ の能

力 は維持 さ れていた こ と が 明 ら か に な っ た。 つま り ， そ の 時代 を解釈す る 構造 図 を 作成 し， 時代

の変遷を考え る こ と を 目 指 した単元開発は 「歴史的思考力」 の育成に有効であ っ た こ と が示 さ れ

た。 ま た ， 構造図 と して表すこ と は， 歴史事象の表面的な事柄ではな く ， 言葉では表 しに く い事

象相互の因果関係 な ど について， 児童の歴史解釈や内容理解の状況を把握す る こ と ができ る と い

う 点 において も 有効 で あ っ た。

小学校社会科歴史分野に お け る 教授方略を具体的に示 し， 身に付けたい資質 ・ 能力 で あ る 「歴

史的思考力」 を定着 ・ 向 上 さ せ る と い う こ と を具体的に検証す る こ と がで き た こ と は本研究の成

果 で あ る ロ

今後の課題 と しては， 本実践では時代を複数の視点 か ら 大 き く 捉え， 関係性や因果関係 を把握

し， そ の 時代の国づ く り の特徴を解釈す る こ と はで き た が ， 個別の歴史事象の内容を深く 理解す

る こ と は難 しかっ た と 考え ら れ る 。 時代の構造的な捉え と 内容理解をパ ラ ンス 良 く 取 り 入れ る こ

と で， よ り 歴史的思考力 が育ま れ る と 考 え ら れ る 。 今後の授業改善の視点 と して 単元の リ デザイ

ンを検討 してい く 必要 が あ る 。
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